
国際ロータリークラブ第 2730地区 日南ロータリークラブ 

   

 

             「笑 門 来 福」 

例会日 毎週水曜日 12：30～ 例会場 ホテルシーズン日南 

住所   日南市園田 3-11-1 TEL 0987-22-5151 FAX0987-22-9588          会長 山口秀一 

 

第 3210回例会 №02 2019.07.10  雨 

点鐘・国歌・ロータリーソング 12時 30分    「奉仕の理想」 

四 つ の テ ス ト  宮田真一郎 君 

ゲ ス ト ガバナー補佐 河野清見 君（串間 RC） 

ビ ジ タ ー 串間 RC会長 木村祐三 君・幹事 田上俊光 君 

例 会 行 事 ガバナー補佐公式訪問例会・クラブ協議会 

 

会長時間 

国産ロータリーソングと国旗掲揚：国歌斉唱について 

日本で最初のロータリークラブは、東京ロータリークラブで1921年（大正10年）設立され、大阪ロータリー 

1922年その後2年間でロータリークラブが日本国内500クラブ誕生したのは驚くスピードだと感じました。 

また、昭和の始め頃 ロータリークラブへの右翼・左翼（ともに軍部の手先機関）からの外圧が高まってき

ているとき、東京三越百貨店で内務省と陸海軍省後援の「各種秘密結社によるスパイ活動について」会議が開

かれ、その中にロータリークラブが加えられていたのです。ロータリーは驚いてすぐさま取り除きを求めまし

たが、軍部のある筋は、あくまでロータリーとユダヤ秘密結社との関係を信じて、攻撃の手を緩めなかったそ

うです。 そもそも、例会で英語の文章が飛び交っていたことと、（横浜RCなど英語で例会を行っていたそう

です）英語のロータリーソングを歌っていたことなどがスパイ説、友愛結社（フリーメーソン）説を招いたと

して、日本語のロータリーソングの全国募集が行われ その結果1935年（昭和10年）の京都における地区大会

で、日本語のロータリーソング4編の入選が発表された。その中に京都・前田和一郎作詞 東京・萩原栄一作

曲「奉仕の理想」や「我らの生業」があり、それが今日まで ロータリーソングとして歌い続けてきています。 

 その当時、国家社会党 京都支部長と京都RCの石川会長との間で、ロータリーが国家に従順な姿勢を表明す

るために 例会で日の丸掲揚し君が代を歌うこと で話し合いがつき 京都RCは早速このことを全国のクラ

ブに連絡しました。 その後日本のすべてのRC例会で日の丸を掲揚し君が代を歌うことになった。 

ロータリーが国家単位の行動をとらないことは、1927年ベルギーのオステンド国際大会で決められているこ

とですから、日本RCが日の丸を掲揚し「君が代」を歌うことはかなり、異例のことで、現在何気なく受け入れ

ているその行為は、戦前の軍部と圧力団体への対抗策として生まれてきたものであると承知しておく必要があ

る。      

「ロータリーの歴史に学ぶ」より 

幹事報告 

1）広報・公共イメージロータリーアピールポスターが届きました、お1人 2枚ずつお持ち帰りください。 

2）振徳高等学校より、振徳だよりが届きましたので回覧致します。 

3）2022年～23年度ガバナー候補決定通知が届きました。鹿児島西 RC 古木圭介君（こぎけいすけ）です。 

4）宮崎北 RCより創立50周年記念式典、祝賀会、記念講演、記念ゴルフのご案内が届いております。 

5）前期会費の口座引き落としを 7月 18日（木）に行いますので、口座の確認をよろしくお願い致します。 

 

 



委員会報告 

 社会奉仕委員会 8/6（火）6：30道路愛護デー環境美化活動の案内 

 親睦委員会 誕生者 小玉 淳君（1943） 

       結婚 菊池希樹君（1993）榎木田大資君（2015）齋藤奈々君（2009） 

7/17（水）18：30 「たがみ」にて、新旧会長、激励・慰労会開催の案内 

スマイル 

 永田浩治君 ・情報集会に参加させて頂きました、ロータリーに関する知識も少しは身につきました。懇

親会も楽しい時間でした有難うございました。引き続き宜しくお願い致します。 

       ・先日の大雨で、出身地の鹿児島をはじめ、南九州で相当の被害が出ました。早く通常通り

の生活が再開できることと、これ以上の災害が起こらないことを願っています。 

 

クラブ協議会  

        クラブ管理運営委員会 委員長 村岡俊宏 

（例会運営委員会）委員長 濱砂睦司  副委員長 村社浩二 

委 員 守永裕一、簗瀬 敦、斎藤奈々、斉藤篤史、高崎広一郎、石崎智則、永田浩治 

 

活動の基本方針  

1 例会プログラムの充実 

2 例会出席率の向上（年間平均出席率目標 98％の達成） 

【三大義務・会費納入・例会出席・雑誌の購読】 

活動計画の具体案  

ｏプログラム 

1．会長・幹事・副会長、各委員長の所信と活動計画の発表 

2．会員卓話の実施（結婚・誕生・新入会員他）    

3．ロータリー月間の各担当委員長への例会行事依頼 

4．家族向け例会内容での親睦委員会との連携による家族の出席率向上 

5．ゲスト卓話の実施（地区内で活躍されている方へのゲスト卓話依頼） 

6．地区大会、地区協議会終了後の出席者による報告 

7．R情報委員会の活用（卓話の終了が早くなった場合等） 

ｏ出席 

1．例会における出席状況の報告（委員による輪番制） 

2．年間出席優秀者（100％）表彰の実施 

3．地区大会をはじめ各種会議への出席の奨励 

4．委員による例会開始30分前の受付 

5．例会案内のメール通知（毎月初め） 

6．例会欠席連絡徹底の奨励 

予算 130,000円 

ゲスト卓話 8回 謝礼 4,000円×8回   計 32,000円 

100％出席者記念品 30名（予定）×3,000円 計 90,000円  予備費 8,000円 

 

（親睦委員会） 委員長 榎木田大資  副委員長 守永裕一  委 員 濱砂睦司、黒岩久登 

活動の基本方針  

ロータリー奉仕活動の支援、家族を含めての会員間の交流、情報交換を目的とし、友

情と親 睦を深めることに努める。親睦は、例会出席率の向上につながり、情報交換は何

かを学び取るという自己研鑽につながるものである。  今年度も引き続き新たな気持ち

で、ロータリー活動に邁進できるように会員間の親睦を深めるよう努める。 

活動計画の具体案  

※座席は例会時にその都度抽選で決める。例会運営委員会にお願いする。  ※誕生日、結婚記念日のお祝

いに記念品を贈呈する。  

※サマー親睦会  8/24 18：30 ホテル丸万   ￥126,000  



※家族アワー  12/11 18：30 ホテル丸万   ￥151,200  5400×28名＝151,200 

※新年会     1/8 18：30 ホテルシーズン ￥151,200  5400×28名＝151,200 

※観桜会     3/25 18：30 ホテル丸万   ￥126,000   4500×28名＝126,000 

※創立記念日   6/10 18：30 ホテル丸万   ￥151,200  5400×28名＝151,200 

※3RC合同ゴルフコンペ  

※クラブ内ゴルフコンペ 運営は「茜会」   

 

予算  705,600円 

 

（Ｒ情報委員会） 委員長 鬼束忠男  副委員長 落丸正博  委員 村上賀昭、日髙章太郎 

活動の基本方針 

・全会員に、ロータリーの知識と理解を広げる 

 ・ロータリーの情報を提供し、会員の質の向上を図る 

 ・クラブの活性化と、活動するロータリーの育成を目指す 

活動計画の具体案 

 ・例会において 3分間ロータリー情報を提供する 

・Ｒ情報集会を適宜開催する 

・新入会員オリエンテーションを開催する 

 

予算  70,000円 

 

会員増強委員会  委員長 宮田真一郎  

（会員増強委員会） 委員長 宮田真一郎  副委員長 菊池希樹  委員 田島逸男、石灘寛樹 

活動の基本方針 

ロータリーの目的 第一 知り合いを広めることによって、奉仕の機会とすること。

を実践すべくロータリークラブの魅力をアピールすることにより候補者の入会に繋げる、

現会員の退会防止を考慮しながら、会員増強を図る 

さらに、地区協議会関係の事業にも参加し、情報収集にも努めていきたいと考えます。

このような方針で１年間活動してまいりますので、よろしくお願いします。 

活動計画の具体案 

1．目標会員数、現在会員数 35名純増 4名(男性 2名女性 2名) 

2．現会員への新会員勧誘奨励。 

3．候補者の情報収集を行い、理事会に報告する。 

4. 女性会員の勧誘。 

予算  30,000円 

 

（職業分類） 委員長 小玉 淳 副委員長 渡邊眞一郎  委員 峰松俊夫 

活動の基本方針   

各会員は、その事業、専門職務、職業、または社会奉仕の種類に従って分類される

ものとする。職業分類は本人の所属する会社、企業、団体の主要かつ一般世間がその

ように認めている事業活動を示すものか、本人の主たるかつまた一般世間がそのよう

に認めている事業または専門職種を示すものか、本人の社会奉仕活動の種類を示すも

のでなければならない。理事会は、会員が役職、専門職務、または職業を変更する場

合、会員の職業分類を修正することができる本クラブがより均衡のとれた組織として充実させるため、全会

員とともに未充填職業分類の補充につとめる。（会員増強） 

活動計画の具体案  

・推奨職業分類の「職業分類基準表」を参考に 

・職業分類を「大分類」「中分類」「関連分類」の三段階としている 

・新会員の推薦があがったとき、理事会がクラブ分類表によって職業分類を決定する 

・新会員の職業分類については分類表にないものについての諮問をしていただき、委員会を開き検討する 



・仮に記載されていない職業の方が推薦された場合は、まず大分類から探し、新たに分類を追加していく 

・クラブは多様な会員基盤を持つよう努力し、バランスの取れた会員構成を目指して職業分類表を活用す

るよう促す 

 

予算 0 

 

広報委員会  委員長 河野通郎 

（雑誌会報広報委員会）  委員長 河野通郎  副委員長 菊池希樹  委員 簗瀬 敦 

活動の基本方針 

1．ロータリアンとしての三大義務の一つである「ロータリーの友」の購読の奨励 

2．例会の記録としての週報の作成と発行 

 3．日南 RCの活動を、マスメディアを通して地域社会にアピール 

活動計画の具体案 

1．第一例会時における「ロータリーの友」の記事の紹介（担当 菊池希樹、簗瀬敦） 

2．１年間の記録としての週報の発行（担当 河野通郎） 

3．週報発行の為の卓話等の原稿提出の依頼 

4．ホームページでの週報の記載 

5．マスメディアの協力を得てロータリー活動の紹介およびPR 

6. マスコミ関係者との懇談会の実施 

 

奉仕プロジェクト委員会  委員長 井野畑善順 

（職業奉仕委員会）  委員長 井野畑善順  副委員長 斎藤篤史  委員 桑村文昭 

活動の基本方針  

ロータリアンは、職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認

識し、社会に奉仕する機会としてロータリアン各自の職業を高潔なものとすする事され

ています。会員各自が、その職業に関する全ての人々の立場に立ち、高い倫理観を持っ

て、活動できるようになることを目標とする。 

活動計画の具体案  

1．例会において四つのテストの唱和を継承する。 

2．職業奉仕月間に、職場訪問例会を実施する。 

3．社会奉仕委員会と協力し、翡翠賞受賞者を選定し、これを表彰する。 

予算 50,000円 

 

（社会奉仕委員会）  委員長 豊田裕康  副委員長 古澤昌子  委員 土屋昭次、村社浩二 

活動の基本方針   

 ロータリアン一人ひとりの個人生活，事業生活，社会生活に奉仕の理想を適用する

ことを奨励，育成する。 

活動計画の具体案  

1．環境美化活動（道路清掃） 

2．翡翠賞の選考（社会貢献活動の顕著な団体もしくは個人の表彰）  

3．地域に住む人々の生活の質を高め，公共のために奉仕することは，すべてのロー

タリアン個人にとって，献身に値することであり，社会的責務であることを自覚する。 

予算  30,000円 

 

（国際奉仕委員会） 委員長 落丸正博  副委員長 野崎正彦 委員榎木田大資 桑村文昭 

活動の基本方針  

・ロータリー財団グローバル補助金の活用 

・姉妹クラブとの交流推進 

・国際交流の観点から国際大会への参加協力と参加をよろしくお願いします。 

活動計画の具体案  



1．ロータリー財団グローバル補助金事業の支援、協力 

2．釜山港都ロータリークラブとの 70周年への準備 

3．国際大会推進委員会の協力として、アメリカ、ハワイ国際大会の参加推進 

4．委員会の開催 

予算 400,000円 

 

青少年奉仕委員会   委員長 黒岩久登  副委員長 阿部政廣  委員 日髙章太郎、高崎広一郎 

活動の基本方針 

1.次世代を担う青少年の健全育成と将来の地域のリーダーを育てることを目的とする。 

2.社会人としての倫理観、職業観の醸成を目的として支援活動を展開する。 

3.ローターアクト、インターアクト、ライラとの連携を強化する。 

活動計画の具体案 

 1.高校生支援セミナーの開催（模擬面接及び講演会）日南振徳高等学校及び日南高等   

学校の3年生を対象に就職支援活動の一環として、クラブ会員による模擬面接及び講演会を顔際する。 

2.少年野球大会を主催し、ロータリーを広く認知させ地域に貢献する。 

3.その他、青少年の健全育成に関する活動を実施する。 

予算   120,000円 

 

ロータリー財団委員会   委員長 竹井崇利 

（ロータリー財団）  委員長 竹井崇利   副委員長 石灘寛樹   委員 清水満雄 

活動の基本方針  

国際ロータリーの事業を支援するため、財団への寄付を奨励し世界平和のための財団

活動の理解と協力をお願いする。また、米山奨学会の目的を再考し、募金活動への理解

と協力を推進していく。 

活動計画の具体案  

1．ロータリー財団 

①100万ドルランチを実施し、地区の要請に応え、半期ごとに 2回に分けて送金する。 

②地区の目標である年次寄付一人 150ドルを目指す。 

③わかば奨学会」の 2020～2021年度地区補助金を申請する。 

2．米山奨学会 

「わかばランチ」を原則として月１回実施する。 

3．地区主催による「財団セミナー」に参加する。 

予算 0円 

 

会場監督（ＳＡＡ）  SAA 竹井 崇利  副 SAA 阿部 政廣、井野畑 善順 

活動基本の方針  

例会をはじめとする全ての会議が、楽しく秩序楽しく運営されるよう心を配り、品位 

と雰囲気を良好に楽しくなるよう心がける。そして、会合の運営監督を行い、円滑に進

行することを目指す。 

活動計画の具体案  

1．例会の開会前の予告を行う。 

2．点鐘は全員起立の上、会長が点打 

3．ロータリーの目的（毎月第一例会）クラブの目的（第二例会以降）を読み上げ、四つのテスト（第二例

会以降）を唱和する。そのリーダーは会員交代とする。 

4．第一例会は「国家」と「奉仕の理想」を全員で斉唱。第二例会以降はロータリーソングを斉唱 

5．ロータリーソングが終わった後に、前方左右隣の会員と握手する。 

6．例会運営・親睦委員会と連携し設営座席を工夫する。 

7．ゲスト及びビジターがあるか事前に確認する。 

8．委員会報告及び、その他報告があるときは、SAAに事前に知らせることを周知する。 

9．例会及びその他の会合は禁煙とする。 



10．スマイル、コインボックスに協力を求める。 

11．ロータリーバッジとネームプレートを着用することを徹底する。 

12．早退は事前に SAAに連絡するよう求める。 

13．例会その他の会合時は、携帯電話を切るかマナーモードにする。 

14．次週例会の案内をする。 

15．毎月第一例会はネクタイ着用とする。但し制服のある場合は非着用でも可 

16．2019年 7月～10月・2020年5月～６月はクールビズ例会とする。 

例会予告  

●5分前 バッジ、ネームプレートの確認、中途退出の会員への申し出の案内 

●１分前 開会予告 委員会への呼びかけ 

●「 60％ルール」の確認（1:06以降に退出） 

●例会中は私語を慎むように 

 

河野清見ガバナー補佐アドレス 

2019～2020 年度の宮崎県南部グループの ガバナー補佐を仰せつかりました串間ロータ 

リークラブの河野清見と申します。  串間ロータリークラブの会長退任後、即ガ バナー

補佐に任命されました。断る知恵がなく、会員の目は私を見ているし、誰かが引き 受けな

ければ、継続していかないものなので、 初めてこの補佐と言う大役を引き受けること に

しました。どうぞ足を引っ張らず手を引っ張って頂ければ幸いです。   

さて、今年度のマーク・ダニエル・マロー ニーRI会長は、「ロータリーは世界をつなぐ」 

をテーマに掲げられております。 

又、喜島健 一郎ガバナーは地区の目標に「クラブの活性 化に努めよう」と 5つの活動計画を示されまし

た。その言葉通り、補佐していくのが務め と思っており、各クラブ共通事と認識しております。会員増強又、

女性会員の入会を常に 考えておく必要があると思いますし、逆にロー タリークラブに入会させて欲しいと

言って下 さるような魅力あるクラブを発信していきたいものです。   

一年間精一杯努めて参りますので、皆様の ご指導とご協力を宜しくお願い致します。 

 

出席率報告 
 会員数 出席免除 出席定数 ＨＣ出席 ＭＵ 欠席 出席 出席率 

前々週6/26    36   2 34 27 3 4 30 88.23％ 

今 週 35   3 32 23 7 2 30 93.75％ 

出席免除 村上、渡邊、土屋 

先々週ＭＵ 桑村、齋藤(奈)、古澤 

先取ＭＵ 石崎、入中、菊池、清水、田島、峰松、守永 

欠 席 永田、齋藤(奈) 
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